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佐賀錦と学校教青 =第2報ココ
問時繁代*.赤星礼子村
Saganishiki and School Education NO.2 
Shigeyo OKAZA五1& Reil王oAKAHOS註I
本研究論文集第8集第l号において、昭和初期から佐賀錦が学校教育に取り入られたことを報告し
た。その後も調査・研究を継続しているので、その結果と小中学校において私もかかわって佐賀錦の
織り指導をした授業実践報告をする。佐賀錦を学校教育に取り入れることは、 1)佐賀の伝統を知り
継承する、 2)細かい作業の積み重ねによって子どもが根気強さを身につける、 3)物作りにとりく
む姿勢を養うことができると考える。佐賀錦の持つ缶統と織りとしての教材価値を追求している。
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1. 自的・方法
佐賀錦の伝承について調査・研究をする中で、佐賀錦が昭和初期から学校教育に取り入れられていたこ
とが分かり、第 l報で報告した。その後も調査・研究を継続したので、佐賀錦がどのように学校教育に取
り入れられてきたのか、そして佐賀錦の伝承にどのように関ってきたのかを報告する。さらに私自身もか
かわって佐賀錦の織り指導をした授業実践の報告をする。
佐賀錦の技術の怯承を途絶えさせないために、そして郷土に根ざした児童・生徒のすこやかな成長を促
すために、学校教育の中で佐賀錦をどのように取り入れていくべきかを検討したい。
2.戦後の住賀錦と学校教青
佐賀錦が最初に学校教育に取り入れられたのは、昭和の初期に佐賀県藤津郡鹿島町立立教実業学校が最
初であることは第 l報で報告した通りである。当時の桜井義暢校長の下、愛野蜂太部(鏑高藩家老愛野家)
氏が「佐賀錦を後世に伝えるには学校で教えるに限るJと道具をそろえ、下山久子氏、梅田ムラ氏らが中
心になって、昭和15年ごろまで指導していた。この立教実業学校は数回統廃合されながら、現在の佐賀県
立鹿高実業高等学校と佐賀県立鹿島高等学校になっている。
鹿島実業高等学校では平成10年より、再び鹿島錦が授業の中に取り入られている。鹿島錦は、現在、佐
賀錦の中でも鹿島で織られているものを呼ぶ九現在は、鹿島錦の授業には、課題碗究の時間があてられ、
*イ友賀女子短期大学(非常勤) * *佐焚大学文化教育学部
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例年希望者が6~7 人程度いる。最初の 2 年間は
鹿島錦保存会の代表の樋ロヨシノ氏が指導にあた
り、その後は保存会会員が、年間30時間程度指導
している。鹿島錦独特の指導方法で経緯とも紙で
基礎織りをし、その後、印鑑入れや小銭入れなど
を製作している。
関.1は、 4種の柄を紙と紙で織っている。佐
賀錦は天井の鰐代を見て考えだされたといわれる
が、左の柄はその絹代を元に考えられた棋であ
る。次は鋸韻文2種、右は平織りである。
生徒が作製した作品や図案などを鹿島市の文化
祭や高校の文化祭・学外での課題研究発表会など
で発表している。学校のホームページにも発表会
の様子・作品を記載している(図.2 )。
佐賀県内では佐賀高等女学校の研究科などでも
佐賀錦が指導され、学校教育に取り入れられてい
たが、太平洋戦争によりそれも中断されていた。
戦援にいち早く取り入れたのが、佐賀短期大学
である。戦後、佐賀錦が学校教育に取り入れられ
るのに20年かかっている。昭和41年から61年まで
井手久美子氏が間接期大学被服科で非常勤講師と
して佐賀錦を教えていた。図.3は当時に製作さ
れた帯〆である。バッグなども製作していたが、
現在は指導されていない。
佐賀清和高等学校では、昭和53年に当時の森一
郎校長により、佐賀錦が取り入れられることに
なった。森校長は、「まだまだ、どんなにでも成
長できる生徒たちに、伝統工芸である佐賀錦を通
して審美感をやしない、根気を育てようJと提唱
思 3 性賀短期大学学生作品(昭和44年頃製作)
網代文 銘柄:文2滋 平総乃
題.1 鹿島実繋高等学技生龍作品(経一紙、緯一紙)
図.2 麗島実業高等学校ホームページ
国.4 佐賀清和高等学校学校誌「清和j
(唱和57年産)より
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佐費清和高等学技に残っている佐駕錦作品
より
他校には見られない特色として. rマーチング j・
「礼法皇塁王をJ• r j在E室主事 J• r j寄手話否苦言jがあります。
清和高等学校校誌「清和J
(昭和53年産)
性賀新聞(平成18年10月22器掲載)
わが校の
第2幸Rなお
関.7 
図.6 
図.5 
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たことが誰測出来る。
牛津高校では昭和54年より今日に主るまで27年
開にわたって、絶えることなく継続して佐賀錦が
指導されている。
被服科2年生の手芸の時間に 2時間、平成18年
度は39名の生徒に、小物などの製作を竹下てい子
氏が指導している。
生:jJEたちの中には、卒業後しばらくして、再び
佐賀錦を織りたいと、佐賀錦掠興協議会に入会す
る人もあり、{云統工芸の{云承に貢献している。
佐賀女子短期大学では、平成7年より 9年間佐
賀錦の指導をしていた生活デザインコースが王子成
16年に改組によりなくなった。授業としてはなさ
れていないが、週一回 f佐賀錦同好会jとして活
動している。最近、「自韓文化の橋渡しをjと新
聞でも取り上げられていたように韓国の留学生も
織っている。学生は細い経紙一本一本をへらです
くい、心をこめて家族への贈り物を作ったり、自
分独自のものが製作できることに喜びを感じ、楽
しく製作に取り組んでいる(罰.7)。指導してい
るのは私である。
して、佐賀錦クラブが、顧問の吉田久美子氏と、
生徒約50名で、発足した。最初の 1~ 2年i習は揺島
エミ子氏が指導に当たり、その後は山下美智子氏
が指導した。山下美智子氏は開高校の
である。国.4は山下美智子氏が指導している
真である。
性質清和高等学校では当時の fわが校の特色づ
くりjとして、 fマーチングJi礼法審査Ji清和
とともに他校には克られない特色としてf佐
賀錦Jを取り上げてあげていた(図.5 )。設費錦
クラブは約10年続いたが、現在はない。昭和53年
の記録に「本校の文化祭には、財布や造花・羽織
の紐の作品が展示され、文化祭に花をそえまし
た。現在3年生はハンドパックに、 2年.1年生
は帯〆に取り組んでおりますoJ2)とあることや、
当時の作品(図.6 )や織り台が今もたくさん残
されていることにより、熱心に指導がなされてい
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3鯵佐賀錦の織り体験
<事例 1> 
佐賀錦が小中学校の授業でも取り入れられるこ
とが多くなってきた。平成17年度は伊万里市立二
塁小学校において、佐賀県で取り組んでいるオン
リーワン授業で、 4年生を対象とした「蚕を育て、
糸を取り、布になるまでjのプログラムが野村ー恵
子教諭らの指導により実施された。その中の織物
の学習で佐賀錦が取り入れられた。以下がその実
践報告である。
1月22日の3校時日から 6校時自の4時開を
f吏って全員に織り休験をさせた。体験指導には佐
賀 ~Iíl振興協議会会長池由幸子氏、同会会員の池田
ムメ子氏、照会理事の私があたった。
導入では、①前時までに実留した査から採った
綿糸と同じ絹糸が緯糸として佐賀錦を織るのに使
われる、②佐賀錦が江戸時代の末期に考え出され
たという歴史、③佐賀錦は、織り合川こより、へ
らやあぐりを罷って織る、経には和紙に金・銀や
漆を貼って細くー切ったものを使い、それが佐賀錦
の…番の特撒である、などを知らせた。
次に織り台を前にして、各道具の名称.1i吏い
方、級織図の見方、織るときの要領を指導し、実
捺に織って見せた(図.8)。
その後、 4グループに分かれて、交代で一人ず
つ織る実習に入った(閤.9)。自分が織っていな
い時は、友達が織っているのを見学したり、うま
くできない友達を励ましたり、製品として出来上
がったものを見て自分が作るとしたらどんなもの
を作りたいかなどを考えさせた。
後日、 4年生全員が感想文を書いて送ってくれ
た。 r，思ったよりむずかしかったです。Jrとても
細かいので、びっくりしました。Jr最初は、まっ
たくわからなかったけど、先生方が{愛しく教えて
くださったので、とてもよくわかりました。 識っ
た後は、日がチカチカしたけど、佐賀錦が織れた
ので、とてもうれしかったです。Jrはじめは不安
だったけど、楽しく織ることができました。また
タζ人になったらしたいなーと思いました。こんな
国.8 伊万里小学校4年生ヘ織りの指導
図.9 伊万霊小学校4年生の織り実習
囲網10 生徒がお礼として、体験指導者に送って
くれた感想文
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に楽しい経験ができてよかったです。jという内
容が多かった(爵.10)。
私自身はこれまで中学生以上に指導していたた
め、小学生に指導して理解してもらえるか不安で
あったが、ほとんどの児童が興味を持って取り組
んでくれたと感じている。
<事』例2>
佐賀大学文化教育学部約塙中学校では、総合学
習の中に r郷土佐賀を究める」を大テーマとする
SAGANぺim巴と呼ぶ時間がある。この時需は郷土
佐賀を題材として、一人ひとりが自ら課題を
し、テーマ学習に取り組むことを目的とした時間
である。その中で、役賀錦を取り上げた生誌の指
にあたった(悶.11)。
製作に入るi'Itrに、投資錦振興協議会が活動の拠
点にしている!日福田家を見学させ、練習のために
織り体験もさせ予備知識を与えた。夏休み前から
9月にかけて佐賀錦を織らせ、作品制作を目標と
さ-tt-た。しおりやコンパクト3売、キーホルダーを
作らせた(図.12)。図案の見方も理解させ、目
通りに色々な作品を完成させるよう指導したの
で、生徒たちも瀧足げであった。
このこ思小学校と附属中学校は平成17年度に私
が関わっての織り体験をした竿校である。
4.まとめ
最近この地にも、佐賀錦の見学をする小・中・
も増えている。
佐賀錦振興境議会は佐賀歴史民俗館、!日福岡家
を拠点に活動している。平成17年度にはここへ佐
賀市立勧輿小学校、県立佐賀商業高等学校、よ左賀
女子短期大学F付属佐賀女子高等学校等が総合学習
の時j習などを利用して見学に来ている。
佐賀錦揺興協議会・鹿島錦保存会は、前出のよ
うに佐賀錦・鹿島錦を佐賀の{云統工芸として残す
ために学校教育にも取り入れられるよう支援して
いる。平成18年度もすでに佐賀錦を織る体験を児
-生徒にさせたいと申し込んでいる学校があ
閣.11 佐賀大学文化教育学部附属中学技生徒と
織り台
国.12 佐賀大学文化数寄学部付属中学校生徒の
作品
国.13 i佐賀錦J佐翼錦振奥協議会資料提散問商
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り、実際に体験をさせる機会も多くなってきた。高校生向けには、インターネット配信で佐賀の伝統工芸
の中に佐賀錦を紹介している(図.13)。
このようにさまざまな形で佐賀錦が学校教育に取り入れるようになった。
佐賀錦を題材として、 1)佐賀の伝統を知り継承していく、 2)長い細かい作業の積み重ねによって、
子どもが根気強さを身につける、 3)物作りに取り組む姿勢を養うことが出来るという、佐賀錦の持つ伝
絞と織りとしでの教材価値が広く知られるようになったと考える。
注
1 )佐賀安1Hま明治43"1三に日英大博覧会に出品するまでは「組み錦j、「御組物」、「鹿島錦jと呼ばれていた。日英大博覧会に
出品にあたって、大限主主信{突が f佐賀 ~lnJ と名づけたと言われる。一時的には佐賀独特のおi; をすべて「佐賀錦」と呼んで
いたが、現在は f鹿島幸liUと f佐賀錦」と呼ぶ。これらの一番の特徴は、経に和紙'S:-1史うことで、ある。和紙に金・銀.i奈
を貼ったものを経に使用し、緯には絹糸を使用する。「鹿島幸nlJは一般に鹿島で織られたものを呼び、古典的な図案・色合
い、つまり本来伝承されてきたものを大切に保持している。鹿島以外で織られたものを「佐賀錦jと呼び、技法-図案な
ど積極的に創作している。(平成14年度佐賀大学教育学研究科修士論文「佐賀錦にかかわる佐賀の女性史j第3主主佐賀錦の
普及と発展、第1節製作・組織閣に詳しく論じている。)
2 )佐賀清和高等学校学校誌打点守口j(紹和53年度)佐賀~Iìlj の項23行自
3 )佐賀の伝統的な佐賀錦を織るには木製の独特な織り台を使用する。昔の一番~Jî単なものは、ァド箱のままにおこし板を立て
て、経紙をのりで貼って使用した。大きさもまちまちであった。長い期間をかけ、発展をし、現在は図.8の写真の巻き取
り式の織り台を使用する。他には、へらとあぐりがあれば、佐賀錦を織ることができる。費用は木製の織り台が一万円程
度、へら・あぐりが一本七百円から千二百円程度である。
*本研究は日本家庭科教脊学会九州地区会・王子成18年度研究発表会(佐賀，平成18年7月29日)で研究発表した。
*本研究を進めるにあたり下記の皆様に資料提供と聞き取り調変にご協力いただきました。浮くお礼申しょげます。
伊万A市立二史小学校(野村恵、子)
佐J;~!巣立)J'ß島実業高等学校(相浦・植松・医)11. 大弁二手)
鹿J品説i;保存会
佐賀清和高等学校(山下美智子)
佐賀大学文化教育学部IliJ属中学校
佐賀鈴振興協議会(池間幸子・池間ムメ子・竹下てい子)
佐賀女子綬矧大学
石田滋i子(佐賀短期大学!日職員) (版不i可・敬称略)
資料・文献
鈴田照次 f染織の旅j
錦織会?佐賀錦j
鹿島市?成島市史・下巻j
佐賀新開
佐賀清和高等学校学校誌
ク
昭和44(1969)年1月15日
IBofIJ46 (1971)年6月10日
紹和49(1974)年10月31日
平成18(2006)年10月22日
昭和53年度
昭和57年度
